
基本施策２.火災の原因究明及び防災設備・施設管理体制の強化
（2）安全性の高い施設管理体制の構築
基本施策２.火災の原因究明及び防災設備・施設管理体制の強化
（2）安全性の高い施設管理体制の構築
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• これまで防災業務については、一般的な指定管
理業務の中で性能基準としており、防災業務は
指定管理者の裁量に任されていた。

• 数年ごとに管理者が交代する可能性があり、人
材確保や防災関連技術の蓄積が担保できない。

【維持管理】
＜主な業務＞
• 施設管理
• 修繕
• 清掃
• 植栽管理

【運営】
＜主な業務＞
• 料金収受
• 利用者案内・警備
• 誘客・普及啓発

【防災業務】

• 施設管理の一部
• 修繕の一部

• 利用者案内の
一部

• 警備の一部

火災前（令和元年10月） 正殿単体完成時（令和８年）

【維持管理】
＜主な業務＞
• 施設管理
• 修繕
• 清掃
• 植栽管理

【運営】
＜主な業務＞
• 料金収受
• 利用者案内・警備
• 誘客・普及啓発

ｚ

性能基準

【防災・防火業務】

• 未然防止
• 教育訓練
• 発災時の対応
• 防災に係る維持管理
• 自己点検及び業務改善

仕様基準＋
指定管理者制度

• 今後は、指定管理者が交代することがあっても、レベルを落とさず
防災・防火業務を遂行していくため、発災時の対応など個別具体的
な仕様基準を定めた。

• 防災業務を仕様発注にすることで、責任の所在を明確化した。
• 指定管理業務の中で、維持管理・運営業務と防災業務を組み合わせ

て発注する。
• 防災・防火業務を仕様基準とすることで、全体の収益により防災に

関する業務内容に影響がない仕組みとする。

性能基準
指定管理者制度

管理期間（令和８年４月）からは、現場での訓練等の実践を通して、技術の蓄積等によるレベルの維持・向上を適切
な防火管理の実行体制の仕組みとして確立させるため、防災業務の仕様発注による契約方法に見直した。



基本施策３.首里城公園のさらなる魅力向上 （１）国営・県営区域の一体的利用
松崎馬場の整備

基本施策３.首里城公園のさらなる魅力向上 （１）国営・県営区域の一体的利用
松崎馬場の整備
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写真：「首里龍潭ヨリ旧首里城並ニ師範学校ヲ望ム」
那覇市歴史博物館提供

【目 的】首里城公園中心部と中城御殿をつなぐ歴史的風致景観を再現した空間として園路整備を行う。
【工事期間】伐採・植栽：令和６年度～７年度 園路整備：令和７年度～令和８年度

龍潭

植栽木：12本（R7）
※樹種：リュウキュウマツ（H＝3.5m）

植栽木：10本（R6）
※樹種：リュウキュウマツ（H＝3.5m）

松崎馬場

中城御殿

首里城

県道29号線

撮影：令和８年４月



基本施策４.文化財等の保全、復元、収集
（1）首里城跡の適正な保全と価値の周知
（2）文化財等の復元、修復及び収集

基本施策４.文化財等の保全、復元、収集
（1）首里城跡の適正な保全と価値の周知
（2）文化財等の復元、修復及び収集

〇首里城復興事業（細事業：首里城跡景観整備事業）
首里城の景観を著しく損ね、危険度が増している外郭城壁や門櫓を修復し、危険度の除去や景観の保護を図る。令和７年度は歓会門櫓・久慶

門櫓の修復工事と、首里城外郭城壁（木曳門周辺）の測量・悉皆調査を実施。

〇首里城復興事業（細事業：首里城跡景観整備事業）
首里城の景観を著しく損ね、危険度が増している外郭城壁や門櫓を修復し、危険度の除去や景観の保護を図る。令和７年度は歓会門櫓・久慶

門櫓の修復工事と、首里城外郭城壁（木曳門周辺）の測量・悉皆調査を実施。

〇円覚寺跡保存整備事業
史跡「円覚寺跡」の適切な保存と活用を図る
ための事業。令和７年度は三門２階部分の工事を実施。

〇円覚寺跡保存整備事業
史跡「円覚寺跡」の適切な保存と活用を図る
ための事業。令和７年度は三門２階部分の工事を実施。

〇黒漆菊花鳥虫七宝繋沈金食籠修理事業
令和６年度より黒漆菊花鳥虫七宝繋沈金食籠の修理を

実施中（修理完了は令和９年度を予定）。

〇黒漆菊花鳥虫七宝繋沈金食籠修理事業
令和６年度より黒漆菊花鳥虫七宝繋沈金食籠の修理を

実施中（修理完了は令和９年度を予定）。

歓会門櫓 修復工事中 現況歓会門櫓 修復工事中 現況 歓会門櫓修復工事中 櫓内部歓会門櫓修復工事中 櫓内部

三門２階部分工事 現況三門２階部分工事 現況 修理前全景修理前全景 17

所管課：教育庁文化財課

クリーニング作業クリーニング作業



基本施策５. 伝統技術の活用と継承（1）伝統的な建築技術の活用と継承
首里城未来基金（首里城歴史文化継承基金） R4.4.1～

基本施策５. 伝統技術の活用と継承（1）伝統的な建築技術の活用と継承
首里城未来基金（首里城歴史文化継承基金） R4.4.1～

・首里城復興基金への寄附受付は、令和３年度末を以て終了。
・引き続き首里城を思う国内外の多くの皆様と連携・協働し、一体的に復興へ取り組むため、
令和４年度から下記の基金・寄付金を創設した。
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教育機関（県立芸大、専門学校、高校等）
研修機関（工芸振興センター等）

その他関係団体

基本施策５. 伝統技術の活用と継承（1）伝統的な建築技術の活用と継承
首里城歴史文化継承基金事業（R5～）

基本施策５. 伝統技術の活用と継承（1）伝統的な建築技術の活用と継承
首里城歴史文化継承基金事業（R5～）

伝統的な建築等の
技術を有する
個人・団体

首里城復興基金
活用事業

（扁額、各制作物）

・研修生推薦依頼
・講師就任依頼

・事前調整
・報告

県
(首里城復興課)

・研修生募集
・研修講師就任依頼

沖縄総合事務局

首里城復元工事

文化庁
伝承者養成事業

中城御殿等の
歴史文化施設整備

県(文化財課)等

有形文化財・古民家補修等

実習先
受入調整

実習先
受入調整

連携実施

伝統的な建築等技術に係る
アドバイザーチーム

（各分野から１名程度）
運営・ネット
ワーク構築

・ＳＮＳ、ＨＰを運営
・研修生公募

委託

連携調整会議（人材育成）
連携

連携
監修会議

連携

目的１
復元事業等と連携した研修実施による現場
即応可能な人材の育成

参画

沖縄美ら島財団
研修企画・運営

事務局

首里城未来基金を活用し、伝統的な建築等技術に係る人材育成に取り組む
目的２
各技術団体・個人のネットワーク構築による
将来自走可能な連携体制整備

県立芸大
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